聖マリアンナ医科大学病院
針刺し・切創、血液・体液曝露対応

1 由来患者の感染症、あり・不明・陰性に関わらず、連絡をし受診。
日中→聖マリアンナ医科大学病院・健康診断センターへTEL
　　　平日8：30～17：00　044-977-8619
　　　17：00以降及び土日　救急外来　044-976-9910
受傷者のデータを持って受診。下記の物
針を刺した時間・状況、氏名　生年月日、連絡先、お薬手帳（持っていれば）
診察券（聖マリアンナ医科大学病院のを持っていれば）
★由来患者の慢性B型肝炎の有無の確認
★由来患者がHIV陽性の場合、健診センター及び救急外来へ到着したら予防内服薬を服用
　（予防内服薬の説明を受け、同意し服用）

不明及び抗体陽性の場合
1 健診センター及び救急外来に到着後、受傷者検査項目を直後に実施
2 受傷者がHBｓ(－)CLEI法定量検査実施（ヒトHBグロブリン、48ｈ以内）
3 HBワクチン接種を受傷してから一週間以内に接種
4 その後1ヶ月・3ヶ月・6ヶ月に検査実施
5 全て（－）なら非感染で終了。（＋）なら他の感染疑いあり。

HBV（C型肝炎）
不明及び抗体陽性の時と同じ流れで受診。
HBV受傷者検査項目を１ヶ月・３ヵ月・６か月と実施
（－）なら非感染で終了、（＋）ならHBVまたは他の感染が疑われる。











昭和大学藤が丘病院
針刺し・切創、血液・体液曝露対応
1 前回（2018年）と変化なし対応可
平日・土　8：30～17：00　045-974-6701　地域連携室
日・祝、17：00以降　045-974-6701救急外来
（地域連携室と救急外来で電話番号が同一なので時間帯によって繋がる部署が違う為）
また、救急か別日対応かは状況よって変化するとの事。

★HIV陽性の場合、聖マリアンナ医科大学病院を受診
HB抗原陽性で受傷者がHB抗体陰性または不明の場合、受傷後48時間以内に受診
HCV陽性の場合、平日来院推奨
前回と同じであればフォロー期間が受傷後、３ヵ月、６か月、12ヶ月と変化なし
その後、感染を認めなかった場合、非感染となり終了。
